
私生活空間の生理学

バルザ ック 『私生活情景』か ら風刺画による表象 まで 一

松村 博史

はじめに

十九世紀は 「私生活の黄金時代」1であると言われる。フランス革命 を境 にして、それ

までの支配階級であった貴族が後退 し、ブルジョワ階級が歴史の前面に躍 り出る。それ と

ともに支配階級である彼 らの生活が公私に亘ってクローズアップされ、文学や芸術におい

ても盛んに描かれるようになっていった。「私生活の発見」は十九世紀の精神史を象徴す

る出来事であると言ってよい。 しか もこうした変化は十九世紀を通 して段階的に積み重ね

られてい く。十八世紀末の大革命が一時に全てを変えたわけではなく、ナポレオン帝政、

王政復古、七月革命、そ して第二帝政時代におけるオスマ ンのパ リ改造などが、それぞれ

に私生活空間の様態を変容させ、それを捉える視線にも進展をもたらしてきた。

こうした社会の変動に伴う私生活の有 り様は、スイユ社刊の 『私生活の歴史』2など、歴

史学の分野においても研究が進められている通 りだが、一方で文学や芸術において私生活

が どのように描かれているか も興味深い考察の対象 となりうる。これ らの言説やイメージ

による私生活の表象はそれを受容するブルジョワたちの自らに対する意識をも規定 し、歴

史の動 きと相互に影響を与え合いなが らより明確で細分化された概念 となってい くのであ

る。十九世紀はこのようにして私生活の概念が次第に進化 していった時代に他ならない。

本論では十九世紀フランス、 とくに七月王政を中心 とする時代に出版されたい くつかの

文学作品や挿絵入 り本、新聞 ・雑誌の戯画などにおいて、「私生活空間」が どのように表

象されているを分析 し、それ らの表現を支えている私生活空間の捉え方、考え方を探って

いきたい。文学作品、絵画、戯画などの表象は、歴史学においてもしばしば扱われるが、

その引用は多 くの場合表面的で部分的なものにとどまる。 しか しそれ らは鋭い観察者によ

る分析に裏打ちされ、単なる事象の収集によっては見出されない時代精神の深層まで明 ら

かにする性質の ものである。またこれ らの表象は、 とりわけ十九世紀以降はメディアの発

達や読者層の成熟によってより広い社会階層に影響を与え、ついには時代を動かす力にも

なりうるものであった。

最初 は小説家バルザ ックの1830年 に出版 された短編集である 『私生活情景』 を扱 う。
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レアリスムの先駆者 とされるこの作家は、一般市民の 「私生活」をここで初めて文学の対

象 として取 り上げ、新たな小説美学を切 り開いていった。次には1840年 以降に当時の人

気作家や風刺画家たちを集めて作 られたイラス ト入 りアルバムを取 り上げる。これ らは当

時の風俗百科 とで も言 うべ き野心的な事業である。そ して最後のセクションでは、前述の

風俗アルバムにも参加 している人気風刺画家である ドーミエ とガヴァルニを取 り上げ、そ

のスタイルの違いや、十九世紀の人々の私生活の中で、それぞれの芸術家たちが描 き出そ

うとした側面を個別に見てい くことにしたい。

もちろんこの短い論考の中で扱える内容は限られてお り、対象は非常に広い範囲の資料

を包括 しているが、「私生活空間」 とい う中心 となる概念を手掛か りに問題の一端 を明 ら

かにし、その時代による変化を大筋で も追 うことがで きればここでは十分であろう。

1.私 生活空間の誕生 バルザック 『私生活情景』

十九世紀における 「私生活空間の美学」 とで も呼ぶべ きものを切 り開いたのは恐 らく小

説家バルザ ックである。彼は1830年 に 『私生活情景』(S62〃63461α 加6ρ7勿46)と 題され

た6編 の短編小説か ら成る作品集 を発表 し、そ こで従来には見 られなかった名 もない

人々の日常生活の風景を文学の新 しい対象にした。それに先立つ時代にも貴族や政治家な

どの回想録で今のわれわれが想像する意味での私生活が描かれたこともあったが、それ ら

は半ば公人 と言 うべ き有名人の逸話を並べた ものであった3。一方、十八世紀において も

『私生活の歴史』4と題する本は出版 されているが、それは人々の衣食住の些事 を羅列 した

ものに過 ぎず、バルザ ックにおけるように一人一人の心理のひだに立ち入ったり、複数の

人物の葛藤を描いたりする作品とは全 く別次元の ものであった。

バルザ ックの描 く 「私生活」の美学 とは、革命後に出現 したブルジョワ社会の表面か ら

は窺えない生活単位の中に立ち入 り、住居空間の個々の詳細を細密に描写 し、そこに生活

する人々の身体的特徴か ら性格、彼 らの人生に降 りかかる ドラマや心理的葛藤などを描こ

うとするものである。近年バルザ ックの中短編を初版の形態において編集 し出版 したイザ

ベル ・トゥルニエ も指摘 しているように、それは内と外 との断絶、家庭内部の風景、そ し

て生活内部への侵入 などを示唆す るものである5。バルザ ックはすでにこの前年(1829

年)に 出版された 『結婚の生理学』においても、夫婦生活のあり方をあらゆる角度か ら描

き、新 しく出現 した社会における私生活の構造 を明 らかにして見せた。それは同時代の諸

科学か ら取 り入れた観察方法を用いて実現された 「私生活空間の生理学」であると言うこ

とができる6。
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『私生活情景』 の作 品のい くつか は、 『結婚 の生理学』 と並行 して書 き進 め られ ていたこ

とが わか ってい る。1829年 の著作 は多 くの小説 的エ ピソー ドが ち りばめ られている ものの

理論書 的な性質 の作 品だが、翌年 の作 品集 ではそ こに含 まれる6つ の短編の どれ にお いて

も夫婦生活 の諸相が作者 が新 たに開発 した方法 を取 り入 れて表象 されている。 ここか ら簡

単 にで はあるが、 そこで私生活空間が どの ように描 かれているか を見てい くこ とに しよう。

1830年 の 『私生 活情景』 の最初 に置かれ てい るのは、『ラ ・ヴァ ンデ ッタ(復 讐)』 と

い う小説 で あ る。「私生 活情 景」 の タイ トル は後 年 の 『人 間喜劇 』 にお いて も残 され る

が、 そち らでは 「栄光 と不 幸』 とい う当初 か ら収 め られてい た小 説が、 『鞠打 つ猫 の店』

と改題 されて 冒頭 に来る ことになる。 それで は1830年 の日寺点において、 なぜ コル シカ島

に伝 わ る血 族 全体 を巻 き込 んだ復讐 の応酬 が 愛 す る二 人 を破 壊 す るに至 る物 語 『ラ ・

ヴ ァンデ ッタ』 が、若 きバ ルザ ックの野 心作 「私 生活情景』 の端緒 となってい たのか を

少 な くともその一つ の理 由を 考 えてみ たい。

「ラ ・ヴ ァンデ ッタ』 は小 説空間 とい う観 点か ら見 る と、 い くつかの場面 の推移 か ら成

る。 まず コルシカ島出身の人物バル トロメオ ・ディ ・ピオ ンボが、 同郷で旧知の ナポ レオ

ン ・ボナパル トを尋 ねてい くところか ら物語 は始 まる。時 は1800年9月 、 ナポ レオ ンは

クーデタによって独裁政権 を手 に し、第一統領 となって いた。 コルシカ島生 まれの この英

雄 は、パ リ中心部のチ ュイル リー宮殿 にある彼の執務室 に無名の 同郷 人を迎 え入れ る。 ピ

オ ンボは第一統領の弟で ある リュシア ン ・ボナパ ル ト7に伴 われてそ こに入 って きた。

彼 らは二人一緒 に第一統領 の執務室 にた どりつ いた。 ミュラ、 ラ ンヌ、 ラ ップがそ こに

居合 わせ てい た。 リュシア ンが ピオ ンボの よ うな場違い な男 を伴 って入 って くるの を 目

にす ると、彼 らは会話 を中断 した。 リュ シア ンは ナポ レオ ンの手 を取 り、十字 の枠 が

入 った窓の際 まで一緒 に連 れて行 った。(EO,p.9;PL,tl,p.1037)8

この場 面 で はナ ポ レオ ンは もち ろ んの こ と、 彼 の弟 であ る リュ シア ン ・ボナパ ル ト、

ミュ ラ、 ラ ンヌ、 ラップ9な どはそれ ぞれ ナポ レオ ン政権 を支 えた軍 人で あ り、1830年

の読者 にはよ く名前 を知 られ てい た。 またチ ュイル リー宮殿 はルーヴル宮殿 に隣接す るフ

ラ ンス王家代 々の王宮で あ り、 この 頃ナポ レオ ンによって改築 され利用 され てい たこ とは

言 うまで もない。す なわちここに描かれ てい るの は公的で政治的 な空 間であ る。

しか しピオ ンボが ここにや って来 たの は革命後 の政治の話 をす るためで はなか った。彼

は故郷 コルシカで 自 らが 関わった家族 間の復讐戦 を逃れ、 ナポ レオ ンに庇護 を求めて きた

のであ る。す な わち彼 はパ リにい る 「公 人」 ナポ レオ ンに、私怨 による復 讐 とい う 「私
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的」 な話 を持 ち込 んで きたの であった。 しか しナポ レオ ンは 「私 はお前 を庇護 してや るわ

けにはいか ない。 なぜ な ら私 は共和 国の元首で あ り、共和 国の法律 を執行せね ばな らない

か らだ」(p.11;p.1039)と 言 って ピオ ンボの申 し出 を断るのである。

次 に描かれ る空 間は著名 な画家セ ルヴ ァンのア トリエであ る。 セルヴ ァンは架空の登場

人物 であるが、 ア トリエ の雰 囲気 は何 らかのモ デルがあ るの だろう、細部 まで具体的 に描

写 されてい る。時 は移 って フランスに王 政復 古が確立 した1815年 、画家 は裕福 な階級の

子女 のみ を集め て建物の最上階 にあ るア トリエで絵画 を教 えてい た。

彼[セ ルヴ ァン]は 用心深 さか らくる周到 さを、女生徒 たちに当て られ たこの部屋の配

置 にまで徹底 させ てい た。住居部分の上の階 にある屋根裏部屋 の入 口は壁で塗 り固め ら

れ てお り、ハ ー レムの よ うに神聖 なこの隠 れ家 にた どり着 くためには、住居の 内側 に設

け られ た階段か ら上 っていか なければな らなか った。(p.14;p.1041)

「この不規則 な形の部屋」 は 「名状 しが たい ア トリエの相貌」 を持 ってお り、「そ こにある

全 ての ものが芸術家 の頭 の中を象徴す る ものであった」(p.15;p.1042)と 小説家 は書い

てい る。

上 の引用 にあ る通 り、画家が この最上階の部屋 を居住空 間の中に取 り込 んで しまってい

る とい う点で は、 このア トリエ は 「私的」 な空 間である。 しか し一方で、そ こは貴族や ブ

ルジ ョワの娘た ちを生徒 と して迎 え入 れる ことを前提 としてお り、その意味 では 「公的」

な空 間で ある とも考 え られるのであ る。 さ らに、 ここに来てい る女生徒 たちは貴族 とブル

ジ ョワ とい う二つ の対 立す るグループに分 かれてい た。 「二 つの主要 なグループがお互い

に短 い距離 をはさんで離 れて陣取 ってお り、 それが階級や財産 を忘れ るべ き場所であ るこ

のア トリエの 中に まで、二つ の社会 、二つ の精神 を持 ち込んでい た」 励 鉱)と い う。す

なわち私 的な空 間で あるべ きア トリエ だが、 そこには否応 な しに政治 ・社会的 な要素が入

り込 んで きてい るので ある。

このア トリエ にはバ ル トロメオ ・ディ ・ピオ ンボの娘であ るジネヴラが絵 を習い に来て

お り、 ブルジ ョワ子女の グループの リーダー的存在であ る。彼女 はあ る 日ア トリエの片隅

に隣接す る屋根裏部屋 にいたルイジ ・ボルタを見 出 し、二人 はやが て愛 し合 うようになる

のだが、彼 らは コル シカ式復讐 の応酬 を繰 り返す 二つ の呪われ た家系 に属 す る身の上で

あった。

やが て物語 の舞台 は ピオ ンボの家へ と移 ってい く。 ここで小説 の視点 は完全 に 「私生

活」 の領域 に入 るので ある。彼 は長年 ナポ レオ ンに奉仕す る とい う 「公的生活」の ため に
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尽 くして きたが、年老い てナポ レオ ン帝政 も没落す る と、娘 ジネヴラへの愛 とい う 「私生

活」 に全 てをつ ぎ込 む ようになる(p.45;p.1068)。 ピオ ンボが家族 と暮 らす住居 は次の

よ うに描かれ ている。

ピオ ンボは、皇帝 の母 である皇太后が コルシカ島の土地収入か ら彼 に与 えたささやか な

金 で、 旧ジ ヴリ伯邸 を買 い取 り、そ こに何 の改修 の手 も加 え ることな く暮 らしてい た。

これまでず っ と政府の負担 で住居 を支給 されて きたため、彼が この家 に暮 らし始め たの

はフ オンテヌブローの悲劇以来の こ とであ る。質素で高潔 な人 々の常 に従い、男爵 と妻

は外面 の豪華 さに関心 を示す こ とはなか った。家具 はまば らで あ り、あ る ものの大半 は

旧邸の 内装 に由来す る もの であった。(p.44;p.1067)

そ してこの居住空 間はバ ル トロメオ とそ の妻 とい う二人の人物 と見事 に調和 してい た と書

かれ てい る。私生活空 間 とそ の住人 の一致あ るい は調和 とい うの は、バ ルザ ックが これ以

降の小説 の中で意欲 的に取 り入れてい く手法で ある。 ジネヴラが数 日後 に恋人の ルイジを

連れ帰 り、 そ して娘 と結婚す る とい うこの若者が ピオ ンボの仇敵 となるボル タ家の家系 に

属 しているこ とが判明す る と、 この家 は緊迫 した ドラマの舞台 となってい く。娘への愛情

を も犠牲 に して家族 間の復讐 に燃 える父親 と、やが て両親 を捨て、恋人 と結婚 して新 しい

家庭 を持つ に至 る娘、私生活空 間に持 ち込 まれた紛争の火種 は、やが てその家庭 自体 を も

解体 して しま うので ある。

「ラ ・ヴ ァンデ ッタ』 では このあ とも二 人の新 しい家庭 の描写 などが見 られるが、本論

のテーマ に関 してはこれ で十分であ ろ う。チ ュイルリー宮 にお けるナポ レオンの執務室か

ら、貴族 とブルジ ョワの子女が集 まる画家の ア トリエ、そ して一つの ブルジ ョワ家庭の内

部へ と、物語 は公的空 間か ら私 的空 間へ と次 第 にそ の視 線 を移 して い く。それ は同時 に

「私 生活 」 の描 写 とい う新 しい美学 を開拓 してい く試み で もあ った。 の ちに 「私生活 情

景』 の冒頭 となる小 説 は 『鞠打つ猫 の店』(「栄 光 と不 幸』)に 差 し替 え られるが、1830年

の時点 におい て、 こう した構造 を持つ 『ラ ・ヴ ァンデ ッタ』が置かれ てい るこ とは意味深

いこ とと考 え られる。

「私生活 情景』 の第4話 であ る 「栄光 と不幸』 は、の ちにバ ルザ ックの作 品が 『人間喜

劇』 とい う総題の もとに まとめ られ る とともに、 『鞠打つ猫 の店』 と改題 されてその 冒頭

に置かれ るこ とになる作 品で ある。 この作品 には、小説家の私生活空 間の捉 え方、その描

写 の方法が象徴 的 に示 されて いる。小 説 はパ リのサ ン=ド ゥニ通 りにあ る一軒 の家 の描

写か ら始 まる。
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まだ さほ ど時 を経 てい ない昔 の こ と、サ ン=ド ゥニ通 りの中ほ どの プテ ィ=リ オ ン通

りの角近 くに、一軒の家が あった。そ の家 は小説家や考古学者が作 品の 中で古いパ リを

再構築 す るの を容易 な らしめる とい う意味で貴重 な もので あった。 この古家の迫 るよ う

な壁 はまるで象形文字 で一面 におお われているようで ある。 とい うのは、正面 に縦横 に

張 りめ ぐらされ た柱 が織 り成すXやVの 文 字 を、道行 く人が他 に どの よ うに呼ぶ こ と

が で きようか。(p.219;p.39)

冒頭か ら家 の描写が見 られる ところか らも、 この小説が後年 のバ ルザ ック小説の一つのモ

デルであ り、そ の縮 図で もある と考 えるこ とがで きる。 だか らこそ現在 に至 るまで 『人 間

喜劇』 を開 く小説 となってい るので あろう。 この家 はこれか ら解かれ るべ き謎 として立 ち

現 れて くる10。上の引用の 「象形文 字」 とい う表現 に注 意すべ きで あろ う。 さらにこの家

の正面 にはのちに小説の タイ トル となる 「鞠打つ猫」 よ り正確 には、 テニスの原形 と

言 われるポーム球戯 を してい る猫 の謎め いた看板が掲 げ られ てい るので ある。

そ して物語 には、 この家 をのぞ き込 む人物が登場す る。そ れはやが てこの家 を描 き、そ

こに入 り込み、つい にはその均衡 を破 る役 目を果 たす こ とになる人物であ る。その人物 は

画家 のア ンリ ・ド ・ソメルヴ ィユ ーであ るが、最初 は 「一人 の若者」 として登場す る。

日が暮 れて暗 くなろ うとす る頃、薄暗 い鞠打つ猫の店の前 を通 りかか った一人の若者が

しば し世界 中の画家 を立 ち止 ま らせ たであ ろ う一つの光景 に じっ と見入 ってい た。店 に

はまだ明か りが灯 され てお らず、完全 に黒ず んだ一面 を構成 してお り、奥 には商人の家

の食堂 が見 えて いた。[…]一 家の父 とその妻の容貌、店員 たちの顔、下ぶ くれの太 っ

た娘 とそこか らほんの少 し離れ た場所 にい るオーギュスティーヌの この世の もの と思 え

ない ような美 しさが、類い希 なる群像 を形作 ってい た。(p.234;p.52)

ここでは私生活空間が絵画の比喩 と共に語 られているが、す ぐれた観察者 にとってはごく

ありふれたブルジョワの家の内部が美 しさを秘めた芸術作品の対象 として立ち現れる。画

家はやがて彼の心を捉えたこの情景から、家の中にいる人物たちを描いた風俗画 と、天上

的な美 しさをもつオーギュスティーヌの肖像画を仕上げ、サロンの新作美術展に出展する。

私生活空間をこのように描 き出す画家は、当然新 しい時代の美意識を担 う小説家の比喩

であろう。「私生活情景」の 「情景」は絵画 と劇文学 との接点を表す。そういう意味では

ソメルヴィユーには作者バルザックの姿が重ねられているだろう。 しか しこの ドラマに

は、ここで 「鞠打つ猫の家」を眺めている画家自身も加わらなければならない。商人の娘
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と派手 好 みの芸術 家 の結 婚 が必 然 的 にた どる不 幸が小 説 の 主要 テ ーマ であ る。 だか ら

「この奇妙 な若者 は鞠打つ猫 よ りもよ り少 しだ け興 味 をそそ る絵 に なっていた」(p.222;

p.42)11と 小 説の テクス トは語 っている。す なわ ち鞠打つ猫 の店 とその前 にたたずむ画家

を眺 める上か らの 目が あ り、 それが全体 を一つの情景 として眺め てい るので ある。

私生活 の内部 をのぞ き込 む視点 とい うこ とで は、 このバ ルザ ックの作品集の 中で もう一

つ印象的 な物語があ る。 それが 「貞淑 な妻』 とい う作品であ る。 この小説 はの ちに 『人 間

喜劇 』 に収 め られ る ときに 「二重 家族 』 と改題 され、現 在 はそ の題名 で知 られ てい る。

『栄光 と不 幸』 は商人 の家庭 を舞台 に していたが、 この描写 は さらに貧 しい境 遇 にあ る労

働者階級 の生活環境 を映 し出す。それ はまだパ リが都市改造 され る前で あ り、登場人物の

女性が住 む通 りは 「パ リ市役所 を取 り囲 む古 い界隈で も最 も曲が りくねって薄暗い通 りの

一つ」で ある とい う
。そ の通 りの中で も、登場人物の家 は最 も古 く汚 い ものであ った。 こ

こには年老い た母 と美 しい娘が道行 く人 に視線 を投 げか けなが ら貧 しい刺繍の仕事 を続 け

てい るが、 ある 日、彼女 たちの運命 を変 えるで あろう人物が この家の 中をのぞ き込 む。

九月下旬 のあ る朝 のこ とで あったが、 カロ リーヌ ・クロシャールの妖精の よ うな頭部が

薄暗 い部屋 の背景 か ら明 る く浮か び上 が り、[…]日 々繰 り返 され る光景が 、心優 しい

労働者 の娘 が編 むモ ス リンの花 つ な模様 や肘掛 け椅子 の赤 や茶色の色調 と合 わ さって、

光 と影 、白 とピ ンクの心惹かれ るコ ン トラス トをな してい たため、 その見知 らぬ人物 は

この情景 の 目を奪 うような効果 に注意深 く見入 ってい た。(p.294;Pl.,t.II,p.24)

一人 の人物が このように家の前 を通 りかか り
、 中をのぞ き込 むこ とか ら物語 は動 き出すの

だが、 ここでの視線 は双方向 的であ った。 とい うの も家の 中にい る二人の女 たち もその通

行人 を眺 め、 とりわけ娘 の方 は男の顔 に長年 にわたる苦痛の痕跡 を見 出 してい る。やがて

カロ リーヌはこの謎 の男か ら豪華 なアパ ル トマ ンをあてが われ、二人 は一緒 に暮 らす よ う

になるの だが、一方彼 グラ ンヴィル とい う名 の法官 は故郷で結婚 した美 しいが信

心 に凝 り固まった女 と不幸 な家庭 を持 ってい るこ とが次第 に明 らか になって くる。 この物

語で も一つ の私生活空 間 とそ こに侵入す る他者が全体 として一つ の ドラマ を形作 ってい る

ので ある。

ここで は 「私生活情景』 を構成 す る6つ の物語か ら、3つ の典型的 な例 を取 り上 げたが、

『不 身持 の危 険』12『ソーの舞踏会』 『家庭 の平和』 とい う他 の3つ の物語 も、そ れぞれの

角度か ら一見あ りふ れた人 々の生活が内包す る危 うさ と、そ こに もた らされ る ドラマ とを

表現 してい る。 「栄光 と不幸』 に登場す る店 の主人で あるギ ヨーム氏 は、展 覧会 で も評判
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になっている画家の作品 を皮 肉って次の よ うに言 う。

通 りで毎 日の よ うに出会 ってい る もの を絵で見 るなんて、何て楽 しいこった。 もうあん

な芸術家連 中の話 はす るん じゃないそ。 ……あんなの は作家連 中 と同 じで、皆 くたば り

損 ない さ1… …い ったいやつ らは何 だって私 の家 を絵 に描 いて既め ようとす るん だ1

(p.239;p.57)

この皮肉に十九世紀の作家や芸術家たちの挑戦の全てがこめ られていると言ってよい。あ

りふれた私生活、 日常生活に尽 きぬ興味 と至上の美 しさを見出してい くこと。それが新 し

い時代の美意識を方向付けてい くのである。「私生活情景』のバルザ ックは文章によって

それを宣言 したが、次の時代には同時にイメージの形で もこれ らの試みが開花 してい く。

2.挿 絵入 り風俗百科 『フランス人の自画像』と 『パ リの悪魔』

前 の項 では小説家バ ルザ ックによっていか に 「私生活空 間」の発見 あるい は創造が なさ

れたか を、1830年 に刊 行 され た 「私生活 情景』 の分析 を通 して見 て きた。 これ以 降 も、

バ ルザ ック自身の小説 に よって、あ るいは他 の作 家 たちの作 品 を通 して、 「私生活 」が よ

り細か く分析 され、多様 な表現 を与 え られるこ とになってい くの だが、 ここで は文学以外

の代 表的 な分野 と して、1840年 前後 のカ リカチ ュール にお ける私生活 空間の表象 を取 り

上 げてみ たい。 とい うの も、 この時期 に急速 に実力 を蓄 えて きてい たブルジ ョワたちの生

活実態 を知 る上で、 これ らの風刺画 ほ ど多 くを教 えて くれ る もの はないか らであ る。

19世 紀 の小 説 家 シ ャンフル ー リに よる 『近代 カ リカチ ュー ルの歴 史』(1865)の 中で

は、 この時代 にカ リカチ ュールが果 た した役割 について、次 のように書かれ てい る。

有識者が もはや公 的な歴史資料 に満足す るこ とな く、 図像 による記録 を通 して、歴史的

な出来事や 人問 につ いて明 らか になる こ との全 て を研 究す る ようになった今 日におい

て、 カ リカチ ュールは低い地位か ら脱 け出て、本来それがず っ と課せ られ て きた力強い

役割 を再 び担 うに至 った。 カ リカチ ュールは新 聞 とともに市民 の叫 びであ る。市民 たち

が 自ら言 い表せ ない ことが、民 衆の 内的感情 を明 らか にす る ことを使命 とす る人 々に

よって表現 されるのだ13。

この引用 か らもわか るよ うに、表現手段 としての カリカチ ュールの特徴 は、それが まさに
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市民社会、 ブルジ ョワを中心 とす る社会 の出現 とともに脚光 を浴 びるこ とになった もの だ

とい うこ とであ る。 それ はジャーナ リス ムの発達 を背景 とす る十九世紀社会のた だ中か ら

生 まれ、ブル ジ ョワ 自身 を映 し出す鏡 にな った。 ボー ドレールが1857年 に発表 した評論

「何 人かの フラ ンス の風刺 画家 たち」 において も、そ うしたカ リカチ ュールの特 質が適確

に捉 え られてい る。作者 はあ る風 刺画家 について、 その作 品 は 「小 さな 『人 間喜 劇』」で

あ り、 そこで は 「ささい なイメージや、群衆や通 りの クロ ッキー、風刺画 な どが しば しば

生活 の最 も忠実 な鏡 となっている」14と書 いている。

十 九世 紀前半 の、 と りわけ1840年 前後 におけ る風 刺画 について は、政治 を題材 に した

ものが多い。 フ ィリポ ンや ドー ミエの、七月王 政期 の ルイ=フ ィリ ップ を洋梨 の形 に描

いた一 連の作 品 は よ く知 られ ている ところで あろ う。 しか しその ドー ミエ も1835年9月

に制定 された新 聞 ・雑誌 に対す る検 閲法 を きっか けに、政治風刺画が描 けな くな り、 ブル

ジ ョワの風俗 を扱 った作 品に移行 してい ったこ とか らもわか るように、当時の風刺画の 中

で一般大衆 の風俗 を描い た もの もか な りの割合 を占め る。

この時代 の風俗風刺画 をささえる考 え方の一つ に、人 間の さまざまな類型 について、戯

画 に よるコ レクシ ョンを構築 す る とい う考 え方が ある。十九世紀 の前半 には、 ラ ファー

ターの観相学や ガルの骨相学 な ど、人 間の外観、人相や頭蓋骨の形か ら性格 を知 る方法が

探求 され、戯画 の世界で もそ れその人が暮 らしている生活環境や、階級や職業の違いが生

み 出す多様 な人間の姿が再現 され るこ とになった15。 ドー ミエの作 品において も 「人相の

ギャラ リー」「パ リっ子の類型」「善 きブルジ ョワたち」 な どのシ リーズ になった作品集が

見 られ るが、 こう した試 みの集大成 とも言 える ものは、一 つ には1840年 代 に大流 行 を見

た 「生理学 もの」の シ リーズ、 もう一つ には、 これ も同 じ頃 に発表 され、時代 を代表す る

文学者 たち と風刺 画家た ちが参加 して編集 された 「フランス人の 自画像』(1840-1842)や

『パ リの悪魔』(1845-46)で あろ う。

この うち前者の 「生理学 もの」、す なわち近代 の風俗 を滑稽 さを交 えなが ら描 き出す著

作 としては、ブ リヤ=サ ヴァラ ンの 『味覚 の生 理学』(1825)や バ ルザ ックの 「結 婚の生

理学』(1829)が その起源 とされ るが、社会 の さまざまな類型 を表面的 に扱 った小 型本が

爆発 的 に流行す るのは1840年 代 の こ とであ り、ユ アール 『学生の生理学』(1841)、 モニ

エ 「ブ ル ジ ョワ の生 理 学 』(1841)な どの 他 に、 バ ル ザ ック 自 身 も 『役 人 の 生 理 学 』

(1841)を 書 き、 あ とで取 り上 げ る風 刺 画 家 の ガ ヴ ァル ニ も 『グ リゼ ッ トの生 理 学 』

(1841)や 『ロ レッ トの生理学』 な どを発表 してい る16。 これ らの作 品が 人気 を博 した理

由には、小型で手軽 に読 め、数多 くの挿絵が ある他 に、読者が生 きている社会の 身近 な類

型 を描い て見 せ ている ところ、す なわち同時代社 会の鏡 となってい る ところが興 味 をそ
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そったこ とが挙 げ られるだろ う。

後者の 『フラ ンス人の 自画像』や 「パ リの悪魔』 はこう した職業や階級 による人 間の類

型 を、全体像 として示そ うという大 プロジェク トである。 これ ら二つ とも、当時の フラ ン

ス を代表 す る作 家 たちや風刺 画家 たちが参加 してい る。 と りわけ 『フラ ンス 人の 自画像』

の方 は、「十九世 紀風俗百 科」 の副題が掲 げ られ17、最初 の巻 であ るパ リ編第1巻 の冒頭

に掲 げ られた序文 において、ジ ュール ・ジ ャナ ンはこの著作 の 目的が 「一民族 の私生活」

の姿 を後 世 に残す こ とであ り、「フランス 人であ るわれ われが次か ら次へ と映 し出 され る

この幻灯機 におい て、何 もの も忘れ去 られ るこ とはない。[…]一 言で言 うな ら、現代 風

俗 の研 究 を 目的 とす る この完全 な著作 において、何 も欠 ける もの はない とい うこ とだ」18

と誇 らしげに書い てい る。

また 「パ リの悪魔』の方 は 『フランス人の 自画像』の成功 のあ とを追 うような形で 出版

され た ものだが、 こち らは 「フラ ンス人 の自画像』の ようにフラ ンス人 を職業別、人種別

に描 いてい くとい うような もので はな く、「パ リの歴史」 や 「パ リの地理」 な どの一般的

紹介か ら、パ リ人の生態 を描 いた様 々な場面が あった り、バ ルザ ックの 「パ リにお ける夫

婦生活の哲学」 のようにま とまったスケ ッチが見 られた りと、 どち らか とい えば雑多 な文

章の寄せ集 め とい う印象 である。そ のような中で、編者のエ ッツェルは画家の ガヴ ァルニ

を高 く評価 して、文章 につけ られ た挿絵 とい うような拘束 を設 けず に、 「パ リの人 々』 と

い う独立 した一連の風刺画作 品を発表 させ る とい う形 を取 った19。

この項 目で見 て きた ように、十九世紀 前半、 とりわけ1840年 前後 の ブルジ ョワの生活

を描 いた風刺画 は、一種 の風俗百科 とい う枠組み で制作 され る ものが多か ったが、その 中

で もブル ジ ョワの私生 活 を、彼 らの住 居 の 中で描 い て い る もの が あ る。 あ るい はブ ル

ジ ョワの夫婦 の 関係 を特徴 的 に描 いた風 刺画 が見 られ る。 こ うした作 品の 中には、バ ル

ザ ックの 『私生活情景』か ら連続す る私生活 の探求、私生活 を解剖す る生理学 とい う考 え

方 が見 られ る よ うに思 わ れ るの で、 ここで はそ の よ うな作 品 を、 と くに ドー ミエ とガ

ヴ ァルニ とい う二人 の代表的風刺画家 を中心 に取 り上 げ、彼 らの作品 に表れ た私生活空 間

のあ り方 を探 ってみ るこ とに したい。 ドー ミエ とガヴ ァルニ の二人 について は、 同時代の

風刺画家 で、互 いに交渉が あったこ ともわか っているが、従来の研究 を見 る と二人 には全

く共通点が ない とい う考 え方か ら、実 はお互 いに深 く影響 を及 ぼ し合 ってい た とい う意見

まで さまざまで ある。そ れについて もあ とで考 えてみたい。
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3.ド ー ミエと風俗画

ドー ミエ と風俗 画 に関 して は、1835年 の法律が転 機 になってい るこ とは よ く指摘 され

ている。 ドー ミエ は1830年 か らシャル ル ・フ ィリポ ンに よって創刊 された週刊誌 『カ リ

カチュー ル』 を中心 に活 躍 し、 ルイ=フ ィリ ップ を洋梨 に象 った有名 な絵や、時 の政治

家 たち を椰楡 す る辛辣 な政治風 刺 画 を数多 く描 い ていたが、1835年 の検 閲法、 いわ ゆる

「九月法 」 に よって文章 ・風 刺画 に よる政治風 刺 が厳 し く弾圧 され る ようにな ってか ら

は、 同 じフィ リポ ンによる 日刊紙 『シャ リヴ ァリ』 にフラ ンス人 の現代風俗 を描い た戯画

を数 多 く発表 してい くようにな る。 こ う した風俗 戯画 と して と くに有名 な ものは、 ブル

ジ ョワ社 会 のいかが わ しさ を象 徴す る偽善家 で、狡猜 ないか さ ま師 であ るロベ ール ・マ

ケール を描 いた シ リーズ であ る。 この ころの ドー ミエ の変化 につい て、 ボー ドレール も

「風 刺画 は この と きか ら新 しい道 を歩 む ことにな り、特 別 に政治 的 な もので は な くな っ

た。 それは市民 を全般 的 に椰楡 す る もの とな り、小 説 の領域 に入 ってい った」20と書 いて

いる。みすず書房か ら出てい る 「ドー ミエ版画集成』 は全三巻か ら成 り、第1巻 が 「政治

家 さまざま」、第2巻 が 「劇場 と法廷 」、第3巻 は 「パ リ生活 」 にあ て られてい る21。 ドー

ミエ は とりわけ政治風刺 の版画 によって知 られるが、パ リ風俗 を描い た作品 だけを取 り上

げて もその分野 は非常 に豊富 で多様 な もので ある。

こう した風俗 画 はい くつか のテ ーマ に沿 った シリーズ もの として発表 され るこ とが多

く、 「人相 のギャラ リー」 「パ リジャ ンの類型」「夫婦風俗」 「パ リジャ ンの感情」 な どさま

ざまな ものがあ る。 この 中で、私生活空 間 としてのブル ジ ョワの住居が とくに多 く描かれ

てい る もの と しては、や は り 「夫婦 風俗 」1吻 π7∫60励go163(1839-42)と い うこ とにな

るだろ う。 これについ ては、1997年 に伊丹 市立美術館 で 開催 され た ドー ミエ展 のカ タロ

グにおいて、柏 木隆雄 も 「《夫婦百態》[=「 夫婦風俗 」(筆 者注)]と 題 された ドー ミエの

一連 の作 品を見 てい くと、バ ルザ ックの 『結婚の生理学』の一歯句の挿絵 を見 るようだ」 と

書い ている22。また伊藤幸次 も、 「バ ルザ ック、 ガヴ ァルニ、 ドー ミエ」 と題 した論 文23の

中で、 このシ リーズ につ いて、時代背景や、他の挿絵作家 との比較、版画の技術的 な側面

につ いての知識 を踏 まえなが ら精密 な分析 を加 えてい る。

だが もちろ ん、 ドー ミエの作 品の 中で私生 活空間が表象 されてい る ものは 「夫婦風 俗」

のシ リーズ に限 らない。例 えば 「独 身者 の一 日」五αブo解π664〃c4励 α孟α∫76(1839-40)や 、

「パ リジャ ンの類型」7bψ6∫勿7説6π ∫(1841-43)、 「店子 と大家」五〇6α忽76∫6'ρ70φ7薦o∫76∫

1847-48)な どに もそれ は見 られ る24。 また夫婦 生 活 の情 景 は 「青鞘 派 の人 々」L63∂ α∫一

∂16π3(1844)の よ うな作 品 に もその一部 を垣 間見 る こ とが で きるだろ う。それ に私 生活
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空 間 とは言 って も 「屋内」あ るい は 「家の 中」 とは限

らず、夫婦や家族 な どの人 間関係 の広が りの 中にそれ

を見 出す こ とも可能 なはずで ある。本項で は 「夫婦風

俗」 を中心 に、他の シ リーズ の作 品 も取 り上 げなが ら

ドー ミエ による私生活の表象 の特徴 を考 えてみ る。

そ れで は、 まず 「夫婦風 俗」か ら、い くつか ドー ミ

エの絵の 中で私生活空 間が表象 されてい る もの を見て

い くこ とに したい。 まず は図1で 、夫婦が ともにあ く

び を してい る情 景(「 シ ャ リヴ ァ リ』1839年7月28

日)で あ る。絵の下 には 「結婚六 ヶ月」の タイ トルが

あ り、「共感 は魂 の きず な」 とい う題 辞(レ ジ ャ ン

ド)が 付 されてい る。バ ルザ ックで もそ うだったが、

私生活空 間を描 くこ との意味 は、 まず外か らうかがい

知れ ない家庭内 の様子 を描 くこ とにある と考 え られる。 同 じ時期 の ドー ミエの作 品に、二

人の男が屋根裏部屋 の窓か ら望遠鏡 を使 って女性 の住 む部屋 をのぞ き込 んでい る図案の も

のが あるが(「 パ リジャンの類型」、 『カ リカチ ュール』1839年5月12日)、 他 人の生活の

内情 を知 りたい とい う好奇心 は多かれ少 なか れこれ らの作品 に共通 して存在 してい るに違

いない。 これ な どはそ うした特徴 を最 も 「軽 い」形で取 り入れ た もの と言 えるだろ う。

しか し ドー ミエ は政治風刺画 を放棄 してか らも、その辛辣 さの一端 を風俗画 に持 ち込 ん

だ と言 われ、 この人物 たちの 身 も蓋 もない表情、 こう したグロテス クなユ ーモ アに も作者

の特徴が よ く見 られ る。少 な くとも同 じ時期 のガヴ ァル ニな ら絶対 に描か ない ような一 コ

マで ある。 ただこの作品が夫婦 の間の 「共感」 をテーマ としてい るように、 ドー ミエ は対

象の グロテス クさを徹底 して追求す るので はな く、石子順 も指摘す るように、そ こに節度

を保 ち、徹底 した醜 さか ら 「一歩 ひいてそ こにあ るおか しみ をと り出 して くる」25とい う

特徴が ある。

また同 じ石子順 に よれば、「夫婦風俗」 の シリーズ の中で、ベ ッ ド・サ イ ド物語 が十二

話、大立 ち回 りの夫婦 げんかが三話あ る とのこ とであ る26。それ を踏 まえて も、 ドー ミエ

に よる夫婦生活情景 の中で、私生活空 間が どのような位置 を占め てい るか理解で きるの だ

が、 こ うした家庭内 の ドラマ で とくに重要 な もの はや は り妻 または夫 の浮気であ ろ う。例

えば、散髪屋で夫が髭 を剃 って もらっている と、妻が浮気相手の男 と一緒 に前 を通 りかか

る(『 シ ャリヴ ァリ』、1840年4月5日)。 少 な くと も漫 画で は よ くあ りそ うな状況 だが、

そこには 「髭(labarbe)を や って もらってい る問 に、 しっぽ(laqueue)を つ け られ た」
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とい う言 葉 遊 び も入 って い る。 また 図2(「 カ リカ

チ ュール』、1841年2月21日)に お いて は、国民 衛

兵 の格好 で夫 が帰 って くる と、妻 は逢 い引 きの最 中

だった。情夫 はテーブルの下 に隠れ てい る。 その夫 に

向か って妻 は開 き直 って、「ひ どい人1あ なた は自

分の子供 たちの父親 を殺 そ うとい うの?」 と言 ってい

る。 ここの状況 は実際 にはか な り悲惨 で、浮気 に関 し

てはいわ ば 「手遅 れ」 の段 階 を表現 して いるのだが、

妻の大胆 さ とそ れにひるむ夫 の表情、 テーブルの下 に

いる男のお びえた顔 な どのダイナ ミックな表現が微笑

み を誘 う。

これ は逆 に夫 の浮気 を描い た作 品で もそ うであ る。

図2同 じ 「夫 婦風俗 」 に
、「今夜 は仕事場 に泊 まる と言 っ

てお いて、尻軽女 たち とダ ンスホールにい くつ もりなの ね1」 と言い なが ら、妻が夫 に向

か って椅子 を投 げつ けようとしている図(『 シャリヴァリ』、1840年3月8日)が ある。二

人の足元 には割 れた食器。 ここで もよ り強い立場 にあるのは妻 の方 であ り、 た じた じとな

る夫 の様子 におか しみが ある。前 に挙 げた作 品 もそうだが、浮気 とい う夫婦の危機 を題材

に しなが ら、その描 き方 は悲劇的で はない。む しろほほえ ましさが前面 に出るのであ り、

それが ドー ミエ作品の特徴で ある。 この時代 において本来弱い存在で あるはずの女性の方

が強 さを発揮 してい るの もユ ーモ アの要素 だが、 ドー ミエの登場人物 は相手 に対 して強 く

自己主張 してい る。それが逆 に家庭崩壊 の ような悲惨 な状況 を想像 させ ないのであ る。

同 じ夫婦生活 を描い た作 品で も、1844年 の 「青革沓派の人 々」 に出て くる家庭 は若干 ニュ

ア ンスが異 なる もので ある。 「青轄派」 は、 日本で も20世 紀初め に流行 したが、 もともと

は18世 紀 にイギ リスか ら興 った女性解放運動 、女性の権利 を主張す る動 きで、 フランス

で もと りわ け1830年 代 か ら1840年 代 にか けて展 開 され た。 ドー ミエの このシ リーズ は、

この よ うに男女平等や権利拡張 を主張 しなが ら、一方で家庭 をか え りみず に知識人 を気取

る女性 たちを鋭 く皮 肉った ものであ る。上の 「夫婦風俗」で見 た とお り、 ドー ミエ は女性

の強 さ、 た くま しさを非常 に肯定的 に捉 えているが、女性が政治や文学 な どに うつつ を抜

か して家庭 をないが しろにす るこ とには批判的 という傾向が見て取れ る。

このシ リーズのあ る作品(「 シ ャリヴ ァリ』、1844年5月23日)で は、妻 が夫 に向か っ

てズボ ンを投 げつ け、 「私 の ような女 に、 ボ タン付 けを させ るつ もり?ど うか して るん

じゃないの?」 と悪態 をついてい る。夫 の方 は撫 然 とした表情 で、「そ うかい、 こいつ は
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自分 が キ ュ ロ ッ トをは く[=亭 主 を尻 に敷 く(筆 者

注)]だ けで は もの足 りず 、その キュ ロッ トを俺 に投

げつ けよう というのか」 とこぼす。殺伐 とした家庭の

風 景で はあるが、救い はこの よ うな状況 にあ って さえ

も妻 と夫 の両方が互い に自分 を主張 し、や り合 ってい

るこ とで ある。 ここにコ ミュニケ ーシ ョンが展 開され

てお り、 それが この作 品のユ ー モ アにつ なが ってい

る。 同 じこ とは さ らに辛 辣 な皮 肉 を含 む別 の 作 品

(「シ ャ リヴ ァ リ』、1844年2月26日)に つ いて も言

え る だ ろ う。 そ こで は妻 が 壁 際 に置 か れ た 机 に向

か って一心不乱 に書 き物 にふ けってい る。その背後で

は椅子が倒れ、い ろい ろな ものが散乱 してお り、幼い

子供が水桶の 中に上半身 を突 っ込 んで裸の下半身 だけ

を見せ てい る。下 に付 された題辞 は、「母 は執筆 の炎 の中にあ り、子供 は水桶 の水 の 中に

ある」。す さんだ家庭 の有様 を想像 させ るが、 この作 品の持 つ ダイナ ミズ ムが独 自のユ ー

モ アを醸 し出 してい る。 ここに夫の姿 は見 られないが、帰 って くれ ばさ きほ どの作品 と同

じようなや りとりが展 開され るか も知れ ない。

夫婦 の気持 ちが離れそ うにな りなが ら、危 うくつ なが っているこ とを示唆す る作 品 とし

て、 もう一つ 「夫婦風俗 」か ら挙 げることにす る。図3で 、「月光 の作用」Effetdeluneと

題 された一枚(「 シャ リヴ ァリ』、1840年5月10日)で ある。有 名 な作 品で、 これ につい

てはさまざまな解 釈が なされ てい る。夫婦がベ ラ ンダか ら三 日月 を眺めてい る。二人 は夜

着 を身につ けているので、夜 中であろ う。一見 した ところ、 ドー ミエ に して は珍 しく和や

か な、夫婦 の仲 むつ ま じい姿 を描 いている作 品の ように見 えるだろ う。 しか しタイ トルの

「月光」について、二人が眺めている 「三 日月」が 「寝取 られ亭主」 を象徴 するこ とはよく

知 られている27。つ ま り妻の心が夫 か ら離れ ている ことが暗示 され ているが、それ と同時

に妻が 月にうっと りと見 とれ る様 子 は、 この時代 に特有の ロマ ンチ ックな夢想 を も連想 さ

せ るだろう。ただそ んなことは夢 にも思わ ない様子で、妻 と月 を交互 に見つ める らしい夫

のナ イーヴな表情が、 この作 品が よ り暗い方向に向か うの を辛 うじて押 しとどめている。

この作 品の持つ こう した危 うさについ て、喜安朗 は窓の外 にあ る時代の変動が室内 にま

で影響 を及ぼ しつつ ある ことを指摘 し、 「夫婦 の部屋が外 に向か って大 きく開かれてい る

と言 うこ とは、流動化 し行方 の定かで ない都市の空気が侵入 して きて いて、夫婦の部屋 も

どこか不 安定 な ところが 出て きてい るこ とを暗示 している」28と述べ てい るが、卓 見 と言
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うべ きであ ろう。 また ドー ミエ に関す る最 新の研究 において、セ ゴ レーヌ ・ル ・マ ンは、

この作 品 にお け る夫 の姿 に作者 ドー ミエ 自身 の 肖像 を見 出 し、 それ は 「無 意識 の 自画

像」29ではないか と書いてい る。「時代 とともにあ らねばな らない」 とい う ドー ミエの言葉

は よく知 られ ているが、 それ な らばまさに画家が 自身を時代 の中に投影 してい るこ とにな

るだろ う。 ここで は私生活空 間は外 に向か って開かれ、解体 の兆 しを見せ るが、 どうにか

最後 の安定 を保 っている と見 るこ ともで きる。 このあ とパ リが経験す る急激 な変貌 を思 う

な らば、 これ は きわめて示唆深い と言 えるだろ う。

4.ガ ヴァルニの描 く私生活空間

当日寺の風刺画家 として、 ドー ミエ はガヴ ァルニ とよ く比較 され るが、今 日で は軍配 はた

いてい ドー ミエ に上 が る こ とに なってい る らしい。 それ は伊 藤幸 次 も指摘 す る ように、

ボー ドレールの評論 「何人か のフラ ンス の風刺画家 たち」が二人 の間にはっ きりと力量の

差 を認 めたこ とに始 ま り、現在 で もそれが定評 になっている30よ うであ る。 また二人の 間

の優劣 は別 に して も、少 な くともお互い の作風 にはほ とん ど共通点が ない として、 ドー ミ

エ だけを取 り上 げる傾向が今 日で は見受 け られるように思 う。 しか し少 な くとも十九世紀

前半、 とりわけ七月王政時代 に視点 を定 めるな ら、 ドー ミエ もガヴ ァルニ も偏 らず に眺め

てい く必要があ るだろ う。

それ に二人 に影響 関係 がない とい うの は、 ガヴ ァル ニに関す る数少 ない専 門書 を1924

年 に出版 したポ ール=ア ン ドレ ・ルモ ワーヌ も述 べ ている31と ころ だが、一 方 ドー ミエ

の専 門家 であるジャ ン ・アデマ ールは、二人 の画家の関係 につい て重要 な指摘 を行 ってい

る。 それ によれ ば、 ドー ミエ とガヴ ァルニはお互 いに憎み合い、 ねたみ合 ってい た とされ

たこ とが あるが、そ うい う事実 は全 くない とい う。二人 は新聞 『シャ リヴ ァリ』 を通 して

交流が あったが、二人の仲 は良好 な もので あ り、 ドー ミエ は代表作 「法曹界の人 々」 にお

いてガヴ ァルニ のテクニ ックや、 ビロー ドの よ うな黒、い くつか のキャラクターまで真似

していた。 ガヴ ァルニ もまた、 ドー ミエ の印象派 的なデ ッサ ンに衝撃 を受 け、真似 よう と

試 みた ら しい。 「彼 らの作 る物 は互 い に受 け継 ぎあ い、補 いあ ってい る。 ドー ミエ が ガ

ヴ ァルニのテクニ ックに惹か れるこ ともあれ ば、 その逆が起 こってい るこ ともあ る」 とア

デマ ールは述べてい る32。こ と七 月王政の風 俗 に関す る限 り、ボー ドレール もガ ヴァルニ

を非常 に高 く評価 してい るこ とに変 わ りはないの である33。

そ れを踏 まえた上で ガヴ ァルニ と ドー ミエ の作風の違い を見 るな らば、 まず ガヴ ァルニ

の方 はつ ねに軽 い皮 肉は効い てい る もの の、 ドー ミエの よ うな辛辣 さや 「毒」 は含 まない
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と言 うこ とが挙 げ られる。 ボー ドレールな どは ドー ミエの こう した辛辣 さを高 く評価す る

が、 ガヴ ァルニで はそれがか な り意識的 に排除 されてい るのが感 じられ るのであ る。先 に

挙 げたルモ ワーヌ もこう書 いてい る。 「ガヴ ァルニ はあ らゆる誇張 を嫌 い、特徴 をデ フ ォ

ルメす るこ とに嫌悪感 を覚 える。 したが って彼 は風刺画家 とは言 えない。 む しろ才能 あふ

れる皮 肉屋 なの だ」34と。

もう一 つ、 ガヴ ァルニ を特徴 づ ける ものは、 レジャ ン ド(題 辞)、 す なわち絵 に付 け ら

れた文章 である。 ガヴ ァルニにおい ては、題辞が ほ とん ど絵 と同 じくらいの比重 を持 って

いる とよ く指摘 される。 ガヴ ァルニ の レジャ ン ドは、多 くの場合登 場人物 の台詞 であ る

が、 ルモ ワーヌの言 うとお り、 それ は 「デ ッサ ンの続 きであ り、 エ ンピッが描 ききれ な

か ったニュア ンス を表現す る。登場人物 たちは語 りだ し、見事 なまで に正確で簡潔 な言葉

のお 陰で、 デ ッサ ン と同 じくらいの真 実味 を もって彼 らは 自 らを表 現す る」35。また ガ

ヴ ァルニについ ての詳細 な伝記 を書い たゴ ンクール兄弟 によれ ば、そ れ らの レジャ ン ドは

日常 話 される言葉 をその ま ま書 き取 った速記録 で あ り、「呼 びかけの言葉 や、戯 れ言や、

会話 は決 して文章 になる ことはない。 それ らはつね に話 された言葉 なのだ。[…]そ れ ら

は声 の息づかい その もの を保 ってい る」36のである。

とは言 え、 ガヴ ァルニの作 品は レジャ ン ドが なけれ ば理解で きない、あ るい はデ ッサ ン

だけでは十分 に表現力が ない とい うのは、 ボー ドレールの評論が創 り出 した 「神話」 に他

なるまい。 そ うした思い込み のため に、 ガヴ ァルニのデ ッサ ンの巧み さが見逃 され る とす

れば残念 なこ とであ る。 それ は例 えば図4の よ うな レジャ ン ドを伴 わないデ ッサ ンを見れ

ば よ くわか るだろ う。 これ は 「フラ ンス人の 自画像』 のパ リ編第1巻 、 「グ リゼ ッ ト(お

針子)」 の項 目に載 ってい る ものであ る37。 もち ろんガ ヴァル ニは グ リゼ ッ ト本人 の 肖像

画 も描い てい るが、 これ はジュール ・ジャナ ンによる文章の あ とに添 え られ た、 ご く小 さ

なカ ッ トである。 グ リゼ ッ トが暮 らす屋根裏部屋 を描い てお り、ベ ッ ドの枕のす ぐ上 には

屋根 の傾斜が見 られ る。左側 にあるのは恐 らく トイ レで あろうか。そ して窓際 にはさ りげ

な く鉢植 えが飾 られ、水差 しも添 え られ てい る。貧 しくつつ ま しい暮 らしだが、若い女 ら

しい心遣 いが ここには うかが われ る。人物 を描かず に部屋の様子 だけで グ リゼ ッ トの暮 ら

しぶ りか ら内面 まで表現 している見事 なスケ ッチ である。

図4
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そ れ で は私 生 活 空 間 に お け る 夫 婦 の情 景 を描

いた作 品 を紹介 してい こ う。 図5は 、「家庭 の印象 」

Z〃ψ76∬∫o〃∫46〃z6〃 ㎎・6と題 され た1843年 の連 作 か

らの一枚 で ある。「旦那 は台所 、奥方 は ピアノ」 とい

う レジャ ン ドがつい てい る。 ガヴ ァルニ は後年 になる

ほ ど皮 肉が強 くな り、作 品が暗 く深 くなる とも言 われ

るが、 ここにはガヴ ァルニが描 こ うとす る夫婦生活の

特徴が よく表れ てい る。夫 は湯 を沸かそ う とす るのに

も、右手 に持 ったふい ごで火 を起 こ し直 さな くてはな

らない。妻 の方 は家 の奥 でそ うしたこ とに構 う様子 も

見せず ピアノに没頭 している。家庭 の うら寂 しさ、夫

の悲 哀 が 伝 わ っ て くる。 ガ ヴ ァル ニ は ドー ミエ と

違 って政治的 なこ とにはほ とん ど興味 を示 さず、 日常

生活 の一 コマ を描 くのを得意 に してい たが、 これ はその傑作 の一つで ある。 ここには私生

活の 「空 間」が非常 に巧み に描かれ てい る。前景 には白い夜着 を身につ けた夫の姿が明 る

く映 し出され てお り、 ピアノを弾 く妻の姿 はわずか に画面奥の窓 の光 の中にぼんや りと黒

く浮 き出てい るだけで ある。夫 は後 ろ姿で画面の右側 を向い てお り、湯沸か しの奥の暗闇

を見詰 め るかの よ う、一方奥 にい る妻 は小 さ く左 向 きの横顔 に描かれ る。 この画面 には、

夫婦 のいか なる意思疎通 も見 られ ない。社会的 には結婚 して共 に生活 してい るが、互いの

気持 ちは全 く別方向 を向 いて しまってい る。 この ような夫婦 関係 は、 ガヴ ァルニの作 品を

特徴づ ける要素であ り、他の作 品に も同様の特徴 を見 出す こ とがで きる。

今挙 げた 「夫婦の印象」 以前で ガヴ ァルニが夫婦 の情景 をひん ぱんに描 いてい るの は、

「恋愛 にお ける女 たちの駆 け引 き」Fo躍 ∂θ漉 ∫鹿 髭 〃Z耀∫醜 〃Zα漉ノθ4θS6漉 耀 η'38と題

され たシ リーズであ る。 これ はガヴ ァルニの評判 を決定づ けた作 品集であ り、私生活の表

象 とい う点で はそれ以上 の意味 を持つ。 「『女 たちの駆 け引 き』 によって、 ガヴ ァルニ は新

しいジ ャ ンル を創始 した と言 うこ とがで きる。 その デ ッサ ンは劇 の よ うに生 き生 きと し

た、機 知 に富 ん だや り方 で、 同 時代 の悪徳 や、欠 陥 や、悪弊 を風 刺 してい る」39とゴ ン

クールが評価 してい る通 りで ある。そ して作者 はここで恐 らく、家庭空 間を描 く技術 も確

立 した40と 思 われる。

ゴ ンクールの引用 に も見 られる とお り、 ガヴ ァルニはこれ らの作品 におい て意識的 に演

劇的 な要素 を取 り入 れている。その意味で は、絵 に添 え られ た レジャ ン ドが解説以上の役

割 を果 たすか、 あるいはデ ッサ ン とレジャ ン ドが一緒 になって初 めて作品 として も面 白さ
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を発揮 す る場合 も多 い。図6(「 シ ャリヴァリ』、1837

年6月16日)で は、夫 が新 しい顧 客 だ とい う若 い男

を家 に連れ て きて、妻 に紹介 してい る。それ に対 して

妻 は 内心 で 「まあ、 プ ロス ペ ル っ た ら、何 て 大 胆

な1」 とつぶや く。若い男 は妻の愛人 だった とい う落

ちで あるが、 ここでの妻のつぶや きは、 レジャ ン ドで

は は っ き りと 「傍 白 で(apart)」 と書 か れ て い る。

つ ま りこれは私生活の情景で あ りなが ら、 同時 に劇の

一場面 として構成 されてい るので ある。 また この作品

におい ては、バ ルザ ックの 『結婚 の生理学』で も主要

素 となってい る夫 と妻 と愛人 とい う三者が登場 してい

るが、家庭内で あ りなが ら服装の上で も釣 り合いが取

れ、心 を通 わせ てい るように見 えるの は妻 と愛人の二

人で あ り、夫 はむ しろ場違い な存在 となってい る。

夫婦生活 というテーマ を取 り上 げる場合、や は り ド

ラマ に な りや す い の は妻 の 浮 気 で あ ろ う。 最 後 に

「女 たちの駆 け引 き」 か らもう一枚 取 り上 げる(図7、

『シ ャリヴァ リ』1837年6月15日)。 妻 の部屋 か ら男

の声がす るので夫が ピス トルを両手 に持 って夫が駆 け

つ けてみ る と、妻 はすやすや と眠 ってい る。 しか し実

は眠 ったふ りを しなが ら、見 えない方の手で男の帽子

を椅子の下 に隠そ う としてお り、ベ ッ ドの下 には男の

足が のぞい てい る とい う構 図であ る。 これ は先 に引用

した ドー ミエ の図2と ほ とん ど同 じテーマ、 同 じ構 図

であ るが、何 とい う違いであ ろ うか。二人の挿絵画家

の違いが これ ら二つの作 品を比べ てみ る とはっ きりす

る。 ドー ミエの作品 にお いては、妻 は夫 に挑発的 な顔 を向 け、食いかか ってい る。夫 もひ

るんだ様子 を見せ ている もの の、妻 に向か って 目を剥い てい た。一方 ガヴ ァルニ において

は、夫 は妻 をに らみ つけて いるが、妻 の方 は 目を閉 じてい る。 ドー ミエ の作 品で情 夫 は

テーブルの下でお びえた表情 を見せ てい るが、 ガヴ ァル ニは男の足 しか描か ない こ とに し

た。 これ に よって妻 の愛人 の匿名性 が強調 され、夫婦 の関係 に焦 点が絞 られ るが 、妻 は

眠 ったふ りで、夫 に対す るいか なる意思疎通 も拒絶 してい るよ うに見 える。その よ うな妻
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に夫 は、疑 って悪か った と反省 す る しか ない。 この場面 に ドー ミエの ような激 しさはな

く、落 ち着 いた雰囲気 はあるが、二人の画家 にお いて どち らが よ り皮 肉が深いか は一概 に

は判 断で きない だろう。一つ だけ言 い添 えるな らば、 この ように夫 と妻の 間に深い溝があ

る こ とを感 じさせ る描 き方 を して い る点で は、 ドー ミエ よ りは ガ ヴ ァル ニの方 がバ ル

ザ ックには近い よ うに思 われ る。

おわりに

こ こまで、バ ルザ ックの 『私 生 活情 景』 の短編 の い くつ か に始 ま り、 ドー ミエ とガ

ヴ ァルニの風刺画 まで を扱 って、それ らの小説お よび風刺画作品 にお ける私生活空 間の描

かれ方 を見 て きた。バ ルザ ック と二人の風刺画家 の問には直接的 な影響関係があ るこ とは

疑い な く、 これ まで も多 くの研究が なされている。そ もそ も ドー ミエ とガヴ ァルニが活躍

の舞台 としたい くつかの新 聞 には、バルザ ックが深 く関わっている41の であ る。だか らこ

そボー ドレールの言 うように、「ガヴ ァルニ と ドー ミエ の本 当の功績、真 の使命 とは、バ

ルザ ックを補足 す る ことであ り、バ ルザ ックもまたそれ をよ く心得 ていた」42と言 うこ と

もで きるのだが、 しか し同時 に彼 らが 同 じ時代 を生 きてい たため に、 その時代が創 り出 し

た視点 を共有 してい た と捉 えるこ ともで きよう。本論考の テーマであ る私生活空 間に即 し

て言 えば、作家 と二人の挿絵画家 たちは、 ブルジ ョワの私生活が外か らはうかがい知れ な

い もので あ り、 それ ゆえに探求 され るに値 し、生理学的観察 の対象 にな りうる とい う考 え

方 を三者三様 に追求 していった。それ は彼 らの芸術家 として の個性 と美意識 に関 わる問題

であ り、単 なる影響 関係 として片づ けるこ とはで きない。

この時代 にお ける私生活 への関心 に最初 に芸術 的表現 を与 えたの はバ ルザ ックであ り、

彼 は 『結婚 の生 理学』 『私生 活情景 』 な どの作 品群 にお い て新 しい境 地 を開拓 してい っ

た。一方 カ リカチ ュアが全 盛 を迎 えるの も1830年 代か らであ り、 ドー ミエ の場合 に見 ら

れる ように、新 聞 の挿絵 は1835年 の九月法 の成 立 とと もに政治風刺 画か ら風俗 画へ と大

き く転 換 した。 これ には技術革新 の影響 もあ る。 この時代 には木 口版画 の利 用や石 版画

(リ トグ ラフィ)の 普及 に よって、大量の版画 を安価 に読者 に提供 で きる ようになった43。

しか しなが ら、世紀 の後半 になる と写真が登場 し、その競合 関係 の中で新聞の風刺画 も以

前 ほ どの勢 いはな くしてい く。 この時代 の才能 ある挿絵画家 の一人で あるナダールが、風

刺画か ら写真へ と活動の重点 を移 してい ったの も象徴的であ る。 また 「カ リカチ ュア』の

創始者 であ るフィ リポ ンが1862年 に死亡 してい ること も一 つの時代 の変 わ り目を実感 さ

せ る。
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この転換の時期 はオスマ ンによるパ リの都市改造 に

重 なっているこ とも見 ない わけにはいか ない。風刺画

家 た ちが世俗 画 の主題 と して選 んだ私 生活 そ の もの

が、 この時代 には大 きな変貌 を迫 られず にはい られ な

か っ た。 こ こ でバ ル ザ ッ クや 『フ ラ ンス 人 の 自画

像』、 ドー ミエ や ガヴ ァルニ によって描か れた ような

私生活空 間そ の ものが、 この時期 に解体 し始め る。図

8の 風刺 画(シ ャゴー の作 品、五6∫o〃7〃σ1ρo解 ノ加,

1854年3月4日)は そ の様 子 を如 実 に伝 え て い る。

これ はオスマ ンのパ リ改造 を風刺 した一枚で、右の人

物が都市計画 によって家 を削 られ、ベ ッ ドに寝 るこ と

もで きな くなった とい うので ある。 こう してパ リの私

生活空 間 も次第 に画一化 され てい くこ とになった。 も

ちうん、オスマ ン改革はパ リの話であるが、第二帝政、第三共和政 と続 く国民国家イデオ

ロギーの浸透 とともに、地方における人々の生活 も内面 も同様の画一化に影響されてい く

ことになる。ブルジョワの私生活そのものがこれにより消滅するわけでは無論ないのだ

が、バルザ ックや風刺画家たちによって描かれたような私生活が、これ以降大 きくその意

味を変容させたことは確かである。十九世紀前半の私生活空間の美学は、この時代におけ

る文学や風刺画を巡る状況 と、同じ時期に出現 した親密で隠されたブルジョワの私生活の

幸福な出会いか ら生まれたものであった。
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注

こ れ は 『私 生 活 の 歴 史 』(ス イ ユ 社 刊)の 第4巻 「序 文 」 に お け る ミ シ ェ ル ・ペ ロ ー

の 表 現 を 借 り た もの で あ る 。(《Introduction》parMichellePerrot,dansHistoirede

lavieprivee:4.DelaRevolutiondlaGrandeGuerre,Seuil,Coll.PointsHistoire,

1999(1987),p.9)o

Ph.AriesetG.Duby(dir.),HistoiredelaviepYivee,5vol.,Seuil,Coll.PointsHistoire,

1999(1「eed.,1985-87).

イ ザ ベ ル ・ ト ゥ ル ニ エ は バ ル ザ ッ ク の 描 こ う と した 私 生 活(vieprivee)が 、 そ れ ま

で の 回 想 録 な ど に 見 ら れ た 「秘 史 」(vieintime,viesecrete)の 類 と は 根 本 的 に 異 質

の も の で あ る こ と を 指 摘 し て い る(Balzac,Nouvellesetcontesl,1820-1832,ed.

d'lsabelleTournier,Gallimard,Coll.((Quarto)),2005,p.152)o

LeGrandd'Aussy,HistoiYedelaviepriveedes乃 α%ραゴ∫(ル グ ラ ン ・ ド ッス イ 「フ

ラ ン ス 人 の 私 生 活 』),3volumes,1782.作 者 は フ ラ ン ス 人 の 衣 食 住 を 詳 細 に 描 写 し た

歴 史 書 を ま とめ る つ も り だ っ た が 、 結 局 出 版 さ れ た の は そ の う ち 食 と料 理 に 関 す る 部

分 だ け で あ っ た 。

Balzac,Nouvellesetcontesl,1820-1832,同 ペ ー ジ 。

私 自 身 、 『結 婚 の 生 理 学 』 に 関 す る 論 文 の 中 で 、 バ ル ザ ッ ク が い か に 当 時 の 生 理 学 に

着 想 を 得 た 観 察 方 法 に よ っ て 私 生 活 空 間 を 把 握 し描 い て い る か に つ い て 考 察 し た 。

「『結 婚 の 生 理 学 』 と私 生 活 空 間 一 方 法 論 と し て の 生 理 学 一 」 『仏 文 研 究 』40号 、 京

都 大 学 フ ラ ンス 語 フ ラ ン ス 文 学 研 究 会 編 、2009年10月 発 行 を参 照 。

リ ュ シ ア ン ・ボ ナ パ ル ト(LucienBonaparte,1775-1840)は ナ ポ レ オ ンの 弟 で 、1799

年 の ブ リ ュ メ ー ル の ク ー デ タ で 兄 を 政 権 に つ け る の に 重 要 な 役 割 を 果 た して い る 。

こ の 論 考 に お い て 、 「私 生 活 情 景 』 の テ ク ス トは 一 般 に 使 用 さ れ て い る 「人 間 喜 劇 』 の

最 終 版 で は な く、1830年 に 出 版 さ れ た 初 版 の そ れ を 採 用 す る 。 引 用 は す べ てScenes

delavieprivee,editionetablieetpresenteeparAndrewOliver,Editionsde

l'Originale,collection《LesromansdeBalzac》 に 基 づ き、 以 降 は こ の 版(EOと 略

す)の ペ ー ジ 数 の み を示 す 。 ま た 参 考 の た め プ レイ ヤ ッ ド版 『人 間 喜 劇 』(LaCornedie

humaine,editionpublieesousladirectiondePierre-GeorgesCastex,Gallimard,

BibliothequedelaPleiade,t.1,1976)の ペ ー ジ 数 も併 記 す る 。 初 版 の テ ク ス トは 「人

間 喜 劇 』 版 と は 異 な る 箇 所 が 多 か れ 少 な か れ あ る が 、 こ こ で は 論 旨 に 関 連 す る 内 容 を

除 き注 記 し な い 。

JoachimMurat(1767-1815);JeanLannes,ducdeMontebello(1869-1809);Jean

一77一



教養 ・外国語教育セ ンター紀要

Rapp,comte(1772-1821).こ れ ら 三 人 は い ず れ も ナ ポ レ オ ン 政 権 下 の 軍 人 で あ る 。

10小 説 家 の ミ シ ェ ル ・ビ ュ トー ル は 、 そ の バ ル ザ ッ ク 論 の 中 で 、 こ の 小 説 が 『人 間 喜 劇 』

全 体 の 看 板 で あ り、 こ の 閉 ざ さ れ た 家 は 解 読 し解 き ほ ぐ して い くべ き十 九 世 紀 フ ラ ン ス
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